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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成22年1月28日(2010.1.28)

【公開番号】特開2007-163496(P2007-163496A)
【公開日】平成19年6月28日(2007.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2007-024
【出願番号】特願2006-335922(P2006-335922)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/22     (2006.01)
   Ｇ０１Ｋ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  27/00    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  27/22    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｋ  17/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月3日(2009.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に空洞（１２）が設けられ、かつ、試験される衣料品（Ａ）を装着するように輪郭
が付けられ、その表面に前記空洞（１２）へ開口する複数の貫通孔（１３）を有している
マネキン状本体（１１）と、
　蒸気透過性であって水蒸気吸着特性および水蒸気放出特性を有している、前記マネキン
状本体（１１）のための外面被覆物（１４）と、
　前記空洞（１２）へ蒸気を直接供給するように適合された水蒸気発生手段（１５）と
を備えてなることを特徴とする、人体の発汗を模擬実験するとともに衣料品の蒸気透過性
および快適性を評価するための装置。
【請求項２】
　前記水蒸気発生手段（１５）が、蒸気を発生させるために使用された水の量を測定する
ための手段（２２）を備えていることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記水蒸気発生手段（１５）は、
　前記空洞（１２）へ直接接続され、かつ、その中に水位を測定するための第１手段（１
８）と存在している水を加熱するための手段（１６）とがある第１水タンク（１７）と、
　第２水位測定手段（２６）が結び付けられた第２の補給用水タンク（２１）と
を備え、
　前記第２タンク（２１）は、ポンプ（２０）によって前記第１タンク（１７）へ機能的
に接続され、前記第２タンク（２１）における水位を測定するための前記第２手段（２６
）は、蒸気を発生するために使用された水の量を測定するための前記手段（２２）を構成
していることを特徴とする請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記空洞（１２）の内部に配置された温度感知手段（２７）および湿度感知手段（２８
）を備えていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の装置。
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【請求項５】
　前記温度感知手段（２７）は、熱電対センサによって構成され、前記湿度感知手段（２
８）は、容量センサによって構成されていることを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記水蒸気発生手段（１５）の作動のために使用された電力を測定するための手段（３
１）を備えていることを特徴とする請求項１～５のいずれか１つに記載の装置。
【請求項７】
　前記電力測定手段（３１）は、前記第１タンク（１７）に存在している水を加熱するた
めの前記手段（１６）を構成する少なくとも１つの抵抗加熱要素（１９）によって消散し
た電力を測定するための電力計からなっていることを特徴とする請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記水加熱手段（１６）が温度調整器（３０）を備えていることを特徴とする請求項１
～７のいずれか１つに記載の装置。
【請求項９】
　付加的な温度感知手段（３２）および湿度感知手段（３３）を備え、これらが、前記外
面被覆物（１４）の外面に接するかあるいは同外面からある一定距離を置いて配置されて
いることを特徴とする請求項１～８のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１タンク（１７）は、前記マネキン状本体（１１）の下方に配置され、前記空洞
（１２）は、前記第１タンク（１７）の上部を形成していることを特徴とする請求項１～
９のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１１】
　前記マネキン状本体（１１）は、前記第１タンク（１７）によって構成された足部が結
び付けられている剛性材料のネットから作られていることを特徴とする請求項１～１０の
いずれか１つに記載の装置。
【請求項１２】
　前記マネキン状本体（１１）のための前記外面被覆物（１４）は、織物材料から作られ
ていることを特徴とする請求項１～１１のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１３】
　この装置の構成要素からの電気信号を受けるように適合された少なくとも１つの中央電
子管理・制御ユニット（２９）を備えていることを特徴とする請求項１～１２のいずれか
１つに記載の装置。
【請求項１４】
　温度感知手段（２７，３２）、湿度感知手段（２８，３３）、前記温度調整器（３０）
が結び付けられた前記第１タンク（１７）の中に設けられた少なくとも１つの抵抗加熱要
素（１９）、前記少なくとも１つの抵抗加熱要素（１９）の作動のために使用された電力
を測定するための前記電力計（３１）は、前記少なくとも１つの中央電子管理・制御ユニ
ット（２９）に接続されていることを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記マネキン状本体（１１）に前記外面被覆物（１４）を着衣させかつ同本体（１１）
から同被覆物（１４）を脱衣させるための手段を備えていることを特徴とする請求項１～
１４のいずれか１つに記載の装置。
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